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平素はご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

LS-8000SH をご使用の皆様におかれましては既に多くの方がご承知の上のこととは存じま

すが、以下の件について念のためご連絡差し上げます。 

 

乾電池稼動でスケジュール観測を行う場合、観測前に手動で時刻校正を行った後は、１度

本体から乾電池を外し、電源 OFF/ON を行っていただくよう、お願い致します。 

 

観測前に本体キー操作により“SYS04 Time Adj.”（※）を選択し、手動で時刻校正を行っ

た場合、本体の電源を OFF にするか、スケジュール上で”TCAL OFF“に設定された時刻が

来るまで、”TCAL ON”に設定したのと同じ状態になるため、電池をより多く消費します。 

 

実際、観測前に手動で時刻校正を行った為、スケジュール設定時刻の前に乾電池が消耗し、

観測が継続できなかったという事例がありました。 

以上のことについてご留意頂きますよう、宜しくお願い致します。 

 
（※）“SYS04 Time Adj.”については「LS-8000SHユーザーズマニュアル 第 6版」 

p44をご参照ください。 
 
 

以上 
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